
工法名： 仮設屋根トラスのユニット化（簡易屋根トラス） No. 2018-仮設-08

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 関西仮設株式会社の特許工法(5152768号)

仮設屋根の骨組みを単管パイプで組み立てるのでなく、ユニット化された部
材を使用して仮設屋根を組み立てる工法。
ユニット化されたサイズは、約９ｍ、１４ｍ、２０ｍであり、大スパンでも対応可
能。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・ユニット化された部材を地組し、レッカーで取り付けることで仮設屋根設置工
事の工期短縮を図れる。
・施工が容易であり、骨組みの短工期施工が可能。
・現行の足場材と組み合わせて使用できるので、作業性が良い。

【安全】
・玉掛けの作業以外は、両端部での足場作業なので、安全な作業が可能。
・玉掛けの作業は、地組み段階で親綱を取り付けることで、落下防止対策が
可能。

【仕様】
・積載荷重　200㎏/㎡

適用条件
・地組に際しては、作業ヤード及び資材置場として以下のヤードが必要。
　(必要ヤード)＝(組立トラス寸法)+(クレーン据付ヤード)+(資材置場)

メーカー等 同上

備　考 －

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

トラスの種類 ２分割(開口部長さ9.15m) 

３分割(開口部長さ14.60m) 

４分割(開口部長さ20.00m) 

簡易屋根トラスの取り付け状況 
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